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（事務局）
いよいよ新しい年を迎えました。川崎市にとって、本年の課題は

なんでしょうか。

（堀添）
はい。やはり、まずは地震対策に力を入れる必要があります。具

体的には、公共施設や家屋の耐震補強を進めるとともに、地域社会
の活性化を支援する枠組みをつくらなければなりません。

そして同時に、少々長期的な取り組みになるかもしれませんが、
持続可能な社会にしていくために、私たちが置かれている状況を冷
静に整理し、何ができるのか、何をしなければならないのかを明ら
かにすることです。

いずれにせよ、現在のように、あまりに急速に進んでいる少子化
傾向をそのままに、持続可能な社会は構築できません。仮に今年、
急に子どもが増えても、その子どもたちが社会の担い手になるには
１８年以上の歳月が必要です。少子化対策は最優先課題と言えます。

下の図は、川崎市と全国の将来人口推計を示したものですが、す
でに子どもだけでなく現役世代も急速に減り始めています。また、
高齢者全体も増えますが、それ以上にいわゆる後期高齢者の人数が
急増しますので、それを支えるだけの福祉・医療サービスの拡充を
実現しなければなりません。そのための仕組みを整備するとともに、

新しい年を迎えて
ーさらに充実が必要な少子化対策
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並行して社会の担い手を増やす
施策をとり、激変緩和をしなけ
ればならないと思います。
（事務局）

どんな施策が必要ですか。

（堀添）
日本は、欧米諸国と比較する

と、子ども一人当たりに使われ
ている公的支出が1/2～1/4と言

われています。まずは家計にか
かる大きな経済的負担を、少な
くとも欧米諸国並みに社会全体
で担っていく、ということだと
思います。また、女性や元気な
高齢者の社会参加を支える仕組
みづくりや雇用対策も大切です。

（事務局）
ありがとうございました。
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